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年度計画 32
特記事項 教育(2)



●認知症や発達障害などに関する先進的な
研究の強化

総務局

外部資金の獲得

～認知症や発達障害などに関する先進的な研究の強化～

■認知症、発達障害に関する先進的な研究の強化、成果の還元

中期目標

○研究に関する目標

「社会ニーズの高い研究課題に
重点的かつ分野横断的に取り組
み、その成果を広く世界に発信す
るとともに、行政課題の解決につ
なげるなど社会へ還元する」

中期計画

○目標を達成するための措置

「社会ニーズの高い認知症や発
達障害などに関する先進的な研
究を充実させる」

年度計画

○目標を達成するための措置

「先進的かつ社会ニーズの高い研究
課題の解決のため、「脳神経科学研究
センター（仮称）」を設置し、名古屋市と
連携しながら、認知症や発達障害など
に関する先進的な研究を推進する。」

平成30年度業務実績に関する評価結果

「社会ニーズの高い認知症や発達障害などに関する先進的な
研究を充実させるための新たな研究センターの構築」

⇒社会的に大きな関心が寄せられている認知症や発達障害など
の発症機構解明・治療法開発をめざした先進的な基礎研究部
門を設置することとしたことは評価できる。選考手続きを進めて
いる認知症研究領域及び発達障害研究領域の教員による研
究成果が社会に還元されることを期待したい。

市民への還元

●研究成果を活かした認知症施策の推進
・医学的・科学的な根拠にもとづいた
認知症予防に関する事業

・認知症検診の実施

→研究へのフィードバック

●名市大からの専門的な提言の反映

・チェックリストの普及、啓発

・認知症施策の推進に関する条例の
運用

健康福祉局

市民ニーズの
把握

※子ども青少年局と発達障害研究にかかる
寄附講座の設置について調整中

・認知症

・発達障害

市民ニーズ

研究強化

研究機器
整備

附属病院

●臨床研究

●診療

脳神経科学研究所

●研究所長(道川 誠 医学研究科長)
アルツハイマー病の早期診断を血液１滴
以下で実施可能なマーカーの開発に成功
（実用化に向けて検査キットの開発中）

●認知症研究部門(齊藤 貴志 教授)
アルツハイマー病メカニズム解明に資する
遺伝子改変マウスの開発と応用等の研究

●発達障害研究部門(山川 和弘 教授)
精神神経疾患の全ゲノム解析による原因・
関連遺伝子の同定及び機能解析等の研究

『エグゼクティブ・アドバイザー』
・長寿研理事長 ：荒井秀典氏
・東京大学名誉教授：御子柴克彦氏

寄附講座の新設(令和２年度～)

●基礎研究から臨床研究への橋渡し研究
・マーカーの実用化等の認知症の診断等にかかる新技術の確立
・予防法・治療法の人への応用

●名古屋市が実施する施策について専門的な見地から提言

名古屋市立大学

基礎研究 臨床研究・診療

研究成果
提供

連携強化

寄附講座
設置

国内外の370件超の大学・研究機関と連携 etc.
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年度計画 50、66
特記事項 社会貢献(1)
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年度計画 68、72
特記事項 国際化(2)
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コンプライアンス推進室の設置について 

１ 背景・趣旨 

 ・社会経済情勢の急速な変化による様々な環境要因により多くのリスクを抱える

  中で、法令を遵守しながら、適正に事務事業を執行していくことが求められて

いる。

 ・一方、これまで全学横断的にコンプライアンスを専任で統括する部署が存在せ

ず、監査機能についても企画広報課が兼務するなど、組織体制が脆弱であった。

 ・これらの状況を鑑み、全学横断的な専任組織としてコンプライアンス推進室を

新設し、コンプライアンス体制の強化とその継続的な推進を図る。併せて監査

室を兼務することで、法人の内務監査機能を担うものとする。

２ 主な業務 

 ・全学横断的なコンプライアンスの確保に関する企画調整 

 ・内部統制の総括 

 ・内部通報、ハラスメント相談の窓口 

 ・内部監査、監事及び会計監査人との調整など監査の総括 

３ 組織図（平成 31 年４月１日現在） 

…

（略） 
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日経 BP「全国大学スマホ・サイト ユーザビリティ調査 2019-2020」 

優れた大学サイト構築の指針を提示することを目的に、大学のスマホ・サイトの使いや

すさ等を評価する同調査において、本学スマホ・サイトが、総合評価で全国１位と評価さ

れた。なお、前年度の同調査では全国２位（国公立大学１位）であった。 

＜結果概要＞ 

・ 日経 BP コンサルティングが大学のスマートフォン・サイトを評価するもので、今回

で５年目の調査。 

・ 総合ランキングは１位が本学、２位が東京工科大学。 

・ “ストレスのないサイトかどうか”という視点に立った８つの評価指標に沿って大

学スマホ・サイトがスコア化、ランク付けされる。 

・ 調査対象は、スマホ・サイトを提供している国立大学、公立大学、私立大学のうち、

学部学生数の上位大学（多い大学）260 サイトとした(30 年度 258 サイト)。内訳は国

立大学 62 校、公立大学 22 校、私立大学 176 校。（調査実施期間：2019 年６月上旬～

９月上旬） 

＜総合ランキング＞ 

＜今年度調査における本学順位向上のポイント＞（日経ＢＰサイトから転載）

・ ２位の東京工科大学とほぼ同評価だったが、画像を含めページ容量を抑えたことで

表示の速さで上回った。 

参考 URL https://consult.nikkeibp.co.jp/info/news/2019/1025sus/ 
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特記事項 自己点検・評価、情報の提供等(1)


